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主な会議スケジュール

期間：2005/11/30 ～ 12/4 於：バンクーバー（カナダ）

AtLargeユーザフォーラム、GAC/ASOジョイントミーティング、
GNSO部会会合、ccNSOメンバー会合、ASOワークショップ、
WSISワークショップ

12/1

GNSOパブリックフォーラム、GNSO評議会、ccNSO評議会、パブ
リックフォーラム第1部

12/2

ccNSOメンバー会合、GAC会合、ICANN運営計画に関するパブ
リックディスカッション（仏語、西語）

11/30

理事会12/4
パブリックフォーラム第2部12/3
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トピックスと背景

• .xxxドメイン名
– GACからICANN理事への書簡 (8/12)

• ICANNとVeriSignとの和解
– 和解案の公開（10/24）

• インターネットガバナンス
– WSISチュニス会合 (11/16～11/18)
– チュニスアジェンダでIGF（インターネットガバ
ナンスフォーラム）の設立決定

前回のルクセンブルグ会議 (7/11～7/15) 
以降の主な動き
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今会合のトピックス (1/4)

• 10月24日に和解案を公開
– ICANNとVeriSign間の全ての訴訟を終結
– .comレジストリ契約の2012年までの延長

• 今会合で和解案への反対意見が続出
– 和解と.comレジストリ契約延長は別々に行うべきでは
– 他gTLDドメイン名レジストリ契約の承認と同様のプロ
セスを経るべきでは

– ドメイン名登録にかかる料金として、毎年最高7%まで
の値上げを許容する記述がある

• ただし、和解そのものは歓迎する意見が大勢

ICANNとVeriSignとの和解について
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今会合のトピックス (2/4)

• 今会合での理事会決議は見送り、さらにパブリッ
クコメントを経ることとなった
– http://www.icann.org/topics/verisign-settlement.htm

• 2006年1月10日の理事会で本件に関する報告が
行われた（= 議決はまだ）模様
– http://www.icann.org/minutes/

ICANNとVeriSignとの和解について（続き）

その後
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今会合のトピックス (3/4)

• WSISワークショップを開催
– Marcus Kummer （WGIG事務局長）、Janis 

Karklins （WSIS準備会合議長）等が出席
– WSISチュニス会合の報告を行った

• 最終合意文書をとりまとめられたことには満足する
も、内容とその解釈について課題を残す、との総括

• 設立が決まったインターネットガバナンスフォーラム
は、2006年早々に担当事務局立ち上げ、3月に準備
会合、6月に本会合開催の見込みとの報告

– http://www.intgovforum.org/

インターネットガバナンス
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今会合のトピックス (4/4)

• .asia
– 商業的、技術的条件交渉に入ることを理事会
で承認

• .xxx
– 最終承認を見送り
– GACが理事会に対し、.xxxの評価プロセスに
関するレポート等を要求

• 2006年1月末の期限設定

sTLDドメイン名
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会議の様子

（理事会） （パブリックフォーラム）

（パブリックフォーラム）
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主な理事会決議 (1/3)

.asiaドメイン名に関し、技術的・商業的条件交渉に入
ることを承認

GNSOレビューのための評価委託事項（Terms of 
Reference）の承認

• 前述の通り

• GNSOに対する独立の第三者による定期的評価（GNSO
レビュー）のために用いる評価委託事項を承認

• 今後この事項に基づいてGNSOレビューが行われる
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主な理事会決議 (2/3)

2005-6年度予算の制限項目撤廃

ccNSOによるICANN定款変更勧告の受領を確認

• 欧州地域のccTLD運用管理者がccNSOへの加入障壁と
しているICANN定款の既述を一部変更する旨のccNSO
の勧告を理事会が受領

• 前回のルクセンブルグ会議で承認された予算のうち、制
限がかかっていた以下の項目について制限を撤廃する
ことを承認
– DNSSECの展開、AtLarge諮問委員会のプロジェクト、翻訳、地
域会合の促進、地域プレゼンスの確立
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主な理事会決議 (3/3)

新組織（委員会）設置の承認

• 事務総長戦略委員会
– 戦略計画及び運営計画について、事務総長並びに理
事会に対して助言を行う

• 事務総長IANAコンサルテーション委員会
– IANAの運営、及びパフォーマンス改善について事務
総長並びに理事会に対して助言を行う

• ICANN理事会と政府諮問委員会（GAC）のワー
キンググループ
– GACと理事会、及び各部会とのコミュニケーションと
連携を推進
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今後のICANN会議予定

• ウェリントン会議（ニュージーランド）
– 2006年3月27日～31日

• マラケシュ会議（モロッコ）
– 2006年6月26日～30日

• （未定ーラテンアメリカ地域）
– 2006年10月30日～11月3日

• （未定 –欧州地域）
– 2007年3月26日～30日


